コンピュータの歴史

コンピュータ前世代

チューリングマシン

英国の数学者チューリング(1936)による数学的な仮想のマシンで現代のコンピュータの理論的な根拠を示す。

フォンノイマン

1945ノイマン型コンピュータ（電子式、２進数、デジタル、プログラム内蔵方式、逐次処理）の提唱

プログラムとデータを統一的に内部メモリに表現する ことを提案。これによりプログラムとデータが同質となり、 stored program方式(プログラム格納方式) とも呼ばれる。データと同様プログラムを取り換えることが可能となり、一台の機械が様々な役割をこなす。
第1世代

ENIAC　1946モークリー、エッカート
弾道計算用。真空管 、10進演算方式
世界最初のコンピュータとされていたが、実際にはABC等もっと早く開発されていたコンピュータがあったということが確認されている。

UNIVAC-1　1950　プログラム内蔵方式の最初の商用計算機
第2世代

IC 集積回路 TI 1958　

ALGOL  科学計算用　1960
COBOL  事務計算用　1960
LISP    人工知能用　1960

第3世代　1964～

IBM360

PL/1汎用
LSI  TI　大規模集積回路 1968

第4世代　1970～

IBM-370
LOGO　1970　初心者用

PASCAL　1971

C　1972

構造化プログラミング

構造化プログラミングを提唱するダイクストラは、理論の帰結から、goto文を使うべきでないとした。
i-8080　1973　８ビットmpu

z80 1975 ザイログ

APPLE　1976

CP/M　1976
PET2001  1977
TRS-80  1977
VISICALC　1977　表計算ソフトの原型
㈱日本トータルシステム設立　1978　※

PC8001 NEC 1979

現在　1980～

CP/M-86 1980

日本語（カナ）版CP/M発表　※

IBM-PC  1981
MS-DOS 1981
PC-9801 1982

日本初のパソコン用リレーショナルデータベースμCOSMOS開発　CP/M 1982　※

PC/AT  1984　現在のパソコンの原型
マッキントッシュ 1984

中国語版μCOSMOSを日立製作所の依頼で開発　1986　※

Windows 3.0 1990

Pentium 1993

Windows95 1995

Windows98 1998

画像表示ソフトCosview開発　Windows版　1998　※

